
 

平成２６年度事業報告 
 

Ⅰ 環境保全活動促進協働事業 
  １ 

事 業 名 環境活動事例発表会 

内   容 

環境活動実践者の発表会を開催。 

■日 時：平成 26年 7月 19日（土） 

■場 所：福井県自治会館 ２階多目的ホール 

■発表者：田村 洋子 氏（福井県連合婦人会 会長） 

「おいしいふくい食べきり運動について」 

國吉 一實 氏（小原 ECOプロジェクト 代表） 

「小原 ECOプロジェクトの活動について」 

■参加者：100名 

 

  ２ 

事 業 名 協議会会長表彰 

内   容 

地道な環境保全活動を行っている団体等を表彰。 

■平成 26年度総会時に表彰を実施(7/19) 

個人 3 団体 4 学校 3 企業 1 

 

  ３ 

事 業 名 ふくいまるごと環境学び舎 

内   容 

 

連携・交流の促進や環境保全活動の活性化を促すため、コーディネータ

ーを活用し、企業や環境保全団体へのワークショップの開催や、環境保

全活動の活性化を担う若手リーダー育成のための個別団体支援や研修な

どを実施。 

■会員企業、環境保全団体へのヒアリングによる課題・問題点の調査 

■嶺北、嶺南のプレ団体交流 

（10月 11日 環境フェア会場内、参加 17名） 

■団体向けセミナー＆パネルディスカッション 

（1月 29日開催、参加 70名） 

 

  ４ 

事 業 名 環境バスツアー 

内   容 

環境関連の施設等をバスで巡る日帰りツアーを実施。 

■嶺南の里山里海湖体験ツアー 

日時：１０月１９日(日)  

行程：①若狭三方縄文博物館見学 

②福井ふるさと学びの森見学 

③若狭瓜割の滝、小浜市雲城水の見学 

    ④小浜市旧市街見学 

■参加者：４１名 

 



 

 

  ５ 

事 業 名 環境マネジメント推進事業 

内   容 

主に事業所の環境管理者等を対象に、先進事例の見学会や企業向けセミ

ナーを開催。 

（１）企業見学会 

■日 時：平成 26年 10月 29日（水） 

■場 所：大津板紙株式会社（滋賀県大津市） 

     ＴＯＴＯ株式会社（滋賀県湖南市） 

■参加者：２１名（企業会員・団体会員・市町職員） 

 

（２）環境マネジメントセミナー 

■日 時：平成 27年 2月 6日（金） 13：30～16：00 

■場 所：福井県国際交流会館 

■講 演：パナソニックエコソリューションズ創研㈱ 箕浦秀樹氏 

     「経営に直結する環境改善と強いモノづくり」 

■参加者：４５名（企業会員・市町職員） 

 

  ６ 

事 業 名 市町環境連携事業 

内   容 

市町および市町の推薦する民間団体が企画する事業に対しその一部を助

成。県内一円の環境保全活動の活性化を図った。 

■助成要件  

(1)環境保全に貢献する事業または県民の環境意識向上に寄与する事業 

(2)事業費が 5 万円超 

(3)各市町 1 件の枠 

(4)助成額  福井市：10 万円／件、その他の市町：5万円 

■助成実績：１５市町 

・福井市…福井市環境フェア 

・敦賀市…つるが環境フェア 

・小浜市…マイバック推進事業 

・大野市…越前おおの環境塾事業 

・勝山市…赤とんぼと共に生きるプロジェクト 

・鯖江市…キッズエコラボ（さばえの里地・里山・里川を支えるみんなの力） 

・あわら市…あわら市エコ市民会議 

・越前市…アースデイ越前２０１４ 

・坂井市…海ごみ川ごみプラットフォーム・さかい」市内河川ごみ一

掃統一行動 

 ・永平寺町…「環境ポスター」図画作品コンクール 

・南越前町…南越前町環境パートナーシップ会議支援事業 

 ・越前町…生ごみリサイクル 

 ・美浜町…美浜環境パートナーシップ会議 

 ・若狭町…コウノトリが舞い降りる地域づくり事業 

 ・おおい町…川の生き物を調べよう 



 

 
  ７ 

事 業 名  生ごみの減量化とリサイクルの推進 

内   容 

市町の推薦する団体等が実施する生ごみの堆肥化事業に対しその一部を

助成することにより、家庭等から出る生ごみの減量化を図った。 

助成要件 ○団体等が生ごみの減量化とリサイクルを目的に取り組む生

ごみの堆肥化とその普及を図る事業 

○事業費が５万円超 

助成額  ○５万円／件 

■助成実績：７団体 

 
  ８ 

事 業 名  こどもエコクラブ活動促進事業 

内   容 

こどもエコクラブへの登録を呼びかけ、活動しているクラブへの支援を

行い活動の活性化を図った。 

■助成額  壁新聞作成に係る経費の支援 1万円／クラブ 10クラブ 

      全国フェスティバル県代表出場の支援 5万円上限 

■エコクラブ登録数数：１３クラブ、７５３名 

■こどもエコクラブ壁新聞コンクール参加：1クラブ（坂口エコメイト） 

 
９ 

事 業 名  設立 20周年記念事業 

内   容 

協議会設立より 20周年を記念して、功労者の表彰や、協議会事業の県内

外への PRを行った。 

■功労者表彰（10月 11日環境フェア開催時） 

■20周年記念会員証の発行（企業会員 231社、団体会員 97団体） 

 

１０ 

事 業 名  SATOYAMA国内ネットワーク推進 

内   容 

本県の里山里海湖における生物多様性の保全や利活用の活動を国内のネ

ットワークを通じて県外へアピール。 

■エコプロダクツ２０１４ 

 日時：平成 26年 12月 11日～13日 

 場所：東京ビッグサイト（東ホール） 

 来場者：161,647名 

■セミナー 

 日時：平成 27年 3月 7日 

 場所：福井県立三方青年の家 

  講演： 認定 NPO共存の森ネットワーク理事長 澁澤 壽一 氏 

「里山のビジネス創出、楽しみづくり～里山資本主義の試み」 

 参加者：２２名 

■現地視察研修 

 日時：平成 27年 3月 8日 

 場所：三方五湖・越前市白山坂口地区 

 参加者：１５名 



 

Ⅱ 普及広報事業 

  １ 

事 業 名 情報誌発行事業 

内   容 

環境問題や環境教育に関する情報、事業者やボランティア団体等が行う

環境保全活動などを紹介する情報誌を発行。 

■発行回数：1回（2月） 

■発行部数：3,000 部 

■配布先：協議会会員、小・中・高等学校、図書館、公民館 等 

 

  ２ 

事 業 名 ホームページによる普及広報 

内   容 

ホームページや facebookを活用し、お知らせやイベント情報を充実する

とともに、美しい福井の自然や心に残った環境保全活動等の写真をホー

ムページに投稿するなどして、双方向の普及啓発を行った。 

■ホームページ：協議会からのお知らせ掲示や、イベント情報を提供 

■Facebook：イベント情報や、県内の自然環境の写真を順次掲示 

 
  ３ 

事 業 名 メールマガジンの配信による普及広報 

内   容 

メールマガジンにより、幅広く環境保全活動情報の提供を行った。 

「イベントお知らせ編」と「法令編」を配信 

■「イベントお知らせ編」：毎月第 2、4金曜日配信（配信実績 24回） 

■「法令編」：随時配信（法令編 51回） 

 
  ４ 

事 業 名 環境活動の広報事業 

内   容 

地域レベルの環境活動、団体が行った環境イベント、企業ＣＳＲについ

ての事例などホームページ上で公開。 

■リニューアル（1月） 

①環ふ協事業と 5つの重点プロジェクトとの関連を明確化 

②ふくいの環境に関する写真投稿ページの開設 

③会員一覧に環境系 CSR情報や取組み等を掲載 

④助成先団体の活動紹介ページの開設 



 

Ⅲ 県補助事業 
  １ 

事 業 名 環境アドバイザー派遣事業 

内   容 

事業者、団体、学校、自治会等が開催する研修会へ講師（環境アドバイ

ザー）を派遣。 

■派遣件数 74件、受講者数 2,588人 

 

  ２ 

事 業 名 ものを大切にする社会づくり事業 

内   容 

壊れたものを修理して使う、いらなくなったものをほしい人に譲るなど、

修理する文化、リサイクル文化の定着を目指した取り組みを実施。 

(1)古本市、おもちゃの病院、おもちゃドクター養成講座、服のリメイ

ク教室などの開催 

(2)修理店やフリーマーケットの開催情報をホームページ等で提供 

(3)新たなおもちゃ修理グループの設立 

(4)県内のおもちゃ修理グループの連携を目的とした県おもちゃ病院

連絡協議会の設立 

(5)保育園、幼稚園、小学校における古着の譲り渡しを推進 

■古本市の開催（14回） 

・5月 17日（土）、6月 28日（土）、7月 20日（日）、8月 9日～11日（月）、

9月 6日（土）、9月 27日（土）、10月 11日（土）～12日（日）、 

10月 25日（土）、11月 7日（金）～14日（金）、11月 30日（日）、 

1月 12日（成人の日）、2月 8日（日）、2月 22日（日）、3月 8日（日） 

リサイクル冊数：3,611 冊 

■無人古本市の設置（3回） 

・ユー・アイふくい、陶芸館、鯖江市嚮陽会館で開催 

リサイクル冊数： 759 冊 

■服のリメイク教室の開催（2回） 

・9月 6日(土) 、11月 23日（日） 

参加者数：32名（親子 16組） 

■おもちゃの修理教室の開催（1回） 

・9月 6日（土） 

 参加者数：10名（親子 5組） 

■おもちゃドクター養成講座の開催（2回） 

・9月 20日（土）受講者数：10名 

・2月 21日（土）受講者数：13名 

■おもちゃ病院意見交換会 

・8月 26日(火) 

参加者数：13人（県内おもちゃ病院 5団体等） 

活動内容やおもちゃマイスター養成講座、協議会設立についての意見

交換 

■古着の譲り渡し 

・今後の進め方の参考とするため、県内全小学校（200 校）に対し、制

服や体操服の譲渡状況について 8月にアンケートを実施 

・報徳幼稚園で新規に、しろき保育園、常盤幼稚園の 2園で規模を拡大

して実施。東藤島小学校でも規模を拡大して制服等を回収し、11月と

2月に譲渡会実施 



 

 

  ３ 

事 業 名 自然ふれあい親子楽習事業 

内   容 

保育園、幼稚園を対象に、地域で環境保全活動に取り組んでいる団体等

を取り込んだ多様な環境プログラム等を活用し、親子自然体験を実施す

る。 

■助成件数：55園 

 

  ４ 

事 業 名 里遊び交流事業 

内   容 

小学校低学年の親子事業を実施する小学校を対象に、SATOYAMAイニシア

ティブ推進ネットワークの県外小学校と交流するほか、県内環境団体等

と協力し、地域域特性を生かした環境交流プログラムを作成、実施する。 

■助成件数：0件 

 

  ５ 

事 業 名 ふくい環境フェア開催事業 

内   容 

県民への自然環境問題の周知、循環社会の形成意識の醸成、生物多様性

保全意識の定着のため、イベントを通した環境学習場の提供。 

■日時：平成 26年 10月 11日（土）～12日（日） 

    10：00～16：00（12日は 15：00まで） 

■会場：若狭総合公園（小浜市北塩屋 35-17） 

■内容：木育キャラバン、スポーツＧＯＭＩ拾い大会、里山里海湖カレ

ー、里山里海湖発表会、企業・団体の環境関連活動紹介など 

■来場者数：4,000名 

 

 



 

Ⅴ 特別会計 
  １ 

事 業 名 
ふくい環境貢献活動支援事業 

(1)環境ふくい CO2 削減貢献事業 

内   容 

県民･事業者から提供された資金により、CO2 削減活動や水環境の保全活

動などを実践する団体へ助成。 

■助成先の募集：平成 26年 8月 4日～平成 26年 8月 25日 

■助成先：15団体（平成 26年 10月 14日募金委員会にて認定） 

 

平成 26年度環境ふくいＣＯ２削減貢献事業一覧 

 市町 申請団体 活動名称 活動概要 助成額 

1 あわら市 北潟の森協議会 
北潟海辺の森 

プロジェクト 2014 

北潟海辺の森で間伐、植樹を行

い、環境教育の場として整備 
500,000 

2 永平寺町 えいへいじ緑清会 水源地環境植樹 
荒川水源の吉野ケ岳の未植林

地での落葉広葉樹の植樹 
170,000 

3 鯖江市 

さばえ NPOサポート 

ハピープロジェクト 

委員会  

地域通貨の発行 

自転車や公共交通機関による

イベント来場者に、地域通貨を

発行 

71,000 

4 鯖江市 
NPO法人 

エコプラザさばえ 

「SATOYAMA」2014 

どんぐりからの森づくり 

広葉樹の植樹のよるどんぐり

からの森づくり 
500,000 

5 越前市 
NPO法人 

月尾くらし工房 

古里の未来を見据えた地球

温暖化防止の森づくり活動 
今立地区の里山での間伐、植樹 500,000 

6 越前市 「郷の森・里楽」の会 郷の森「SATOYAMA」物語 2014 安養寺地区の里山で間伐、植樹 500,000 

7 小浜市 
ふれあい市場運営 

委員会 

屋上緑化による「クールラ

イフ・ウオームライフ」 

「コケ」を使った屋上緑化によ

る省エネ 
500,000 

8 大野市 
篠座の伝統的風景を

守る会 
水源地整備 水源地井戸掘削 1,000,000 

9 越前町 越前町平等区 水源地整備 水源地採水口修繕 463,000 

10 越前市 白山振興会 水源地整備・広報 石畳整備、水源地広報 481,000 

11 小浜市 一番町商店街 水源地整備・広報 階段整備、水源地広報 600,000 

12 福井市 南野津又自治会 水源地広報 
水源地保全の意識向上と情報

発信 
168,000 

13 勝山市 神谷の水を守る会 水源地広報 
水源地保全の意識向上と情報

発信 
126,000 

14 鯖江市 
鯖江湧水の里 

ネットワーク 
水源地広報 

水源地保全の意識向上と情報

発信 
246,000 

15 越前市 
大虫町石神の湧水 

保存会 
水源地広報 

水源地保全の意識向上と情報

発信 
167,000 

 

 

 

 

 

 



 

  ２ 

事 業 名 
ふくい環境貢献活動支援事業 

(2)ふくい生物多様性保全支援事業 

内   容 

県民･事業者から提供された資金により、生物多様性保全活動を実践する

団体へ助成する。 

■助成先の募集：平成 26年 8月 4日～平成 26年 8月 25日 

■助成先：5団体（平成 26年 10月 14日募金委員会にて決定） 

 

平成 26年度ふくい生物多様性保全支援事業一覧 

 市町 申請団体 活動概要 作業内容 助成額 

1 南越前町 ヤシャゲンゴロウを育てる会 
ヤシャゲンゴロウの飼育下

における飼育環境整備 

ヤシャゲンゴロウの飼

育環境整備 
124,000 

2 若狭町 鳥羽を考える会 
コウノトリの生育環境整備

と環境教育 
コウノトリの巣塔整備 

300,000 

3 福井市 社会福祉法人 岡保保育園 

里山保育を通じて、親子で自

然への関心を高め、自然の楽

しさ素晴らしさを体感 

子どもが遊べる里山の

整備（除間伐、草刈り

等の親子体験活動） 

142,000 

4 勝山市 小原ＥＣＯプロジェクト 
ミチノクフクジュソウの保

全 

草刈り、保全看板設置、

自然体験活動 
228,000 

5 あわら市 あわら自然を愛する会 

在来植物（樹木や野草）の植

栽や除間伐、昆虫類の生息環

境の整備による里山環境の

復活 

在来のマツの植樹 

落ち葉を利用したコン

ポスト作りによる昆虫

類の飼育 

193,000 

 

 

  ３ 

事 業 名 エコポイント事業特別会計 

内   容 

国が実施したグリーン家電普及促進事業（家電エコポイント）および環

境対応住宅普及促進事業（住宅エコポイント）による当協議会への環境

寄付を活用し、環境保全に向けた県民運動を推進するための普及啓発を

実施。 

■環境フェアにおける普及啓発 

 

  ４ 

事 業 名 ふくいおひさまクラブ特別会計 

内   容 

住宅用太陽光発電によるＣＯ２削減量の認証済クレジットの売却。売却

益は環境ふくい CO2削減貢献事業特別会計に組み入れて、環境保全活動

の原資として活用。 

■H24年度認証分 854ｔ-CO2のうち 250ｔ-CO2を売却 

 


